
















































形孔雀 文磐」,県重要文化財 「絹 本著色普賢菩薩像」・「大般若経 」等 々が伝来さ;れて お り,鎌 倉時代
'には栄えていた ようであ る
。 その後嘉暦 元年(1326)には越前の平泉寺 との争いな どがあ り,一 時
衰退することがあったようであるが,応永年間に至 り,比叡山西塔止宿東舞法師により再興されたと
いう②。 この とき談義所 を開き,成菩提院を興すと共に談義所 として隆昌させ,柏 原談義所 と呼ば
れ,東 海道三箇談林の随一 と して知 られるようになった〔3)。
このような歴史をもつ寺院であるから,文字史料 としての古文書や典籍 ・聖教類も多数蔵 している
であろ うことは想像され るの であるが,今 日までその調査 ・研究は必ず しも十分 に行われていなかっ
たように思われる。大原観音寺をは じめとする坂田郡の寺社文書の調査 ・採訪を進めるなかで,成菩
提院は出来れば史料採訪を行ってみたいと考える有力候補の寺院であった。
なお,当 寺歴代の うち,貞 舜 を一世 とよんでお り,二 世住持慶舜,三 世住持春海 として,こ の三人
を 「柏原三代」とよんでいるが,この三人の時代に談義所 としての成菩提院は大きく発展 していった
ようであるω。 また,近 世初頭の天台僧 であ り,東 叡 山寛永寺を創始 し,日 光 山,東 叡山,比 叡 山の
三山を兼ね天台宗 を統管 した天 海僧正は,本 寺の二十世住持 をつ とめている(5)。
以下,本 稿では,は じめに成菩提院について述べ,次に成菩提院文書の中世文書を考え,続いて中
世文書の研究についてふれることにする。そして第四には成菩提院の近世文書(書冊文書)に ついて
論述 し,お わ りにこの編年 目録の編纂 をめ ぐって一言 したい と思っている。
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成菩提院の古文書 は明治21年(1888)に書写 された影写本が,東 京大学史料編纂所に架蔵 されて
い る 。 21点収 められている(1}。なお,坂 田郡内の古文書で明治21年に影 写された ものは,後 鳥羽神社
文書 ・総持寺文書 ・徳源院文書 ・蓮華寺文書等13ヶ所 にのぼっている。史料編纂所 が組織的 に地域
的 に史料採訪を始めたのは明治18年と考 えられるが〔2},滋賀県は明治19年,20年,21年と連続 して採
訪 が行われている。滋賀県には多 くの史料があると考え られていたため と思われる。その後,こ の地
域の古文書にとって大きな意味をもつのはr近 江坂田郡志』膳近江国坂田郡志』の編纂 ・刊行であ
る 〔3)。これには郷土のすぐれた歴史家中川泉三氏が大 きく関わっている。出来ばえのすぐれた郷土史
の一つに数え られている 贈近江国坂田郡志』'には,郡 内の貴重 な史料が豊富 に収め られているが,
成菩提院文書は伝来文書26点と帳簿類や三井文庫所蔵の成菩提院文書が収録されている。
史料編纂所 では1958(昭和33)年から1963年まで滋賀県下全都 にわたって史料採訪を行 ってい る
が, 成菩提院 には参上 していないようであるCこ の時の史料採訪に参加 した福田は,61年に大原観
二音寺を訪れてお り,こ れが御縁で,そ の後大原観音寺の彪大な古文書の調査に関わることになった。
そ してその大原観音寺住持林昭仁師に紹介 していただ き,1994年(平成6)8月成菩提院住持山 回智
順師にお会いす ることとな った。爾来成菩提院文書の調査が始め られ,今 日に及んでいる④。宝蔵庫
に収められている成菩提院文書は,文 書収納函 や各種の木箱 等に収め られた もの,紐 で一括 くくられ
た もの等 々多様な型である。文書収納函のものは多 くが上蓋 に函書があ り,文 書の整理 ・調査には便








(タ テ36.3)(ヨ コ25.E)(高 サ6.7)
⑧ (上蓋函書)「(葵紋)御朱印 江州柏原郷 成菩提院」
(函側面貼紙)「古記録」




(函側面貼紙)「貞舜慶舜 自筆本 七帖見聞 原本等」
(タテ35.4)(ヨコ25.0)(高サ17.4)
さて,こ の ような成菩提院文書の特徴的な こ とを二,三 指摘する と,先 ず第一 には典籍 ・聖教類 が
非常に多いということである。天台宗では談義所 と呼ばれる天台の教学をきわめる寺院があるが,成
菩提院は天台宗を代表する談義所の一つとして知られている。そこに典籍 ・聖教類が豊富にあるとい
うことは当然のことと思われる。さきにあげた上蓋函書にある 「貞舜慶薄 白筆才 七帖見聞等」とあ
るのは,「天台名四類聚妙」のことで,当院住持一世の貞舜が応永年間に論述したものであ り,初心
の学徒に愛読された天台教学の貴重な典籍のことである(s;。なお,印信頼については予想以上に蔵さ
れているようであ る。次 に指摘 で きることは,成 菩提院文書 はかな り流出 してい るとい うこ とであ
る 。 現在その流出 として知 られているものには,三 井文庫に23点,広島大学文学部に13点がある。





























⑦ 湯浅治久 「〈史料紹介〉成菩提院所蔵 『年中日記』」(福田榮次郎編 『中世 ・近世地方寺社史料あ収集と史料学
的研究』〔科研費研究成果報告書〕所収)1999
三 成菩提院中世文書の研究
成菩提院文書が 騰近江国坂田郡志』 に掲載されてから,既に半世紀近 くの歳月が経過 している。
この文書による研究成果も出てきているが,談義所の研究や典籍 ・聖教類の蘇究が注目される。さき
にあげた 「柏原談義所の成立」を論 じられた叡山学院教授尾上寛仲氏は成菩提院について,柏原談義
所について,典 籍 ・聖教について多様 な研究 をすすめ られてい るω。成菩提院を論 じては 「台密諸流
の一つに西山派があり」「此の流派の灌室は正覚院(比叡山東塔),正観院(同西塔),宝菩提院(京
都),成菩提院(滋 賀県)に あ った」「成菩提院は柏原談i義所 として知 られ,且 つ西山流の灌室 と して
続いた」 と述べ られ ている(z)。そ して 「又談義所は止観業を中心 とした ものであるので,談 義所 の大
多数は台密の寺 とならず,逆 にいえば,台密中心の寺一例へば黒子の千妙寺の如き一は談義所とはな
らなかった。談義所の中で台密を兼ねたものは,柏原談義所(近江国,成菩提院,西 山流)と密蔵院
談義所(尾 張国,葉 上流)の 二 ヶ所である」 と指摘 しているω。
次に成菩提院の典籍 ・聖教類についてであるが,さ きに函書の ところで 「七帖見聞」についてみて




の四部の書につ いて論 じられているω。 また,そ こで成菩提院所蔵 「常住物 日記」 をとりあげ,そ こ
に,













曽根原 理 「貞舜 と中世天台教学」(玉懸博之編r日本思想 一その普辺と特殊一』所収 ぺりか
ん社1997)
このような教学関係の研究に対 して,社会経済史的研究は,成菩提院文書による個別具体的研究は




の過去帳 を引用 している。 また,柏 原村の大沢氏 ・殿村氏 ・宮河氏 ・山根氏 とい った諸士 について成
菩提院 旧蔵文書をあげて論述 している(5)。そ して この ように 踏近江国坂田郡志』 にみ られ る 「成菩
提院旧蔵文書」の中には,現在,成菩提院では見ることの出来ないものもあるようである。例えば「成
菩提院旧蔵大永元年辛巳十二月廿七日川瀬彦衛門田地売券」が 「川瀬万五良」の注記にあげ られてい
るが,今 回作成 した成菩提院文書 目録にはこの売券は見 られない(6)。尚,最 近の成果 として,成 菩提
院文書の帳簿類と補任状を引用 した湯浅治久 「売券の地域性 と普遍性に関するノー ト」があ り,費券
を引用 して頁寄進を論述 した長谷川裕子 「畿内周辺における費寄進状の諸形態」があるω。
成菩提院のある柏原庄は,延暦14年(795)荘園として成立 したが,その後は白河院の中宮藤原賢
子の領する ところ とな り,さ らに賢子の女であ る郁芳門院提子 に伝領 されている。応徳2年(1085)
郁芳門院は仏聖燈油料 として柏原庄を醍醐寺円光院に施入したが,文安6年(1449)三宝院領管轄




あ り,今 後の研究が待たれ る ところである〔9)。
今回,『成菩提院文書』の中世 と近世書冊の部の調査 ・整理が終了し,こ こにその編年 目録を刊行















{9)湯浅治久 「成菩提院文書の帳簿類 と研究課題」成菩提院文書研究会(研究発表)1999。なお,宮島敬一 「戦





いる。近世前期文書はご く少な く,仮 に元禄年間を基点 とみる と,そ れ以前 の文書は僅か41点に過
ぎない。 しか し,近 世文書の中で,一一村文書 として,ま た村方文書 としての数量的見地か らみて も,
右の文書数,特 に寺院の書冊文書がこれ程に伝わっていることは擁倖 といえよう。
書冊文書の内容をごく大まかにまとめると,成 菩提院の経営関係 ・朱印地関係 ・T'物関係 ・本末寺
関係等々となるが,以 下朱印地関係文書の::二,三について少 し紹介 してお きたい。
成菩提院は朱印地160石の寺院である。一 口に朱印地160石といって しまえばそれ までであるが,
周知のように近世に存在 したすべての寺社が幕府から朱印地を与えられたのではな く,朱印地を持っ
ていない寺社の方が多い。 ちなみに,当 院の朱印地をみる一参考 として,「寛文朱印留」(史料館叢書
2)によ り,全国天台宗寺院の朱印地をみる とおよそ以下の ようである。
幕府か ら朱印地 を与 えられた天台宗寺院は計117寺であ る。その最高は,東 叡山寛永寺6000石(武
蔵国内15ヵ村),次いで比叡 山延暦寺5000石,最小は山城国頂法寺i石 であるが,全117寺院の朱印
高 を ご く大 まか にま とめ る と,1000石以上;7寺 院,1000石～500石=5寺 院,500石～100石=29寺
院,100石～50石 一23寺院,50石 以一ド=53寺院 とな り,50石 以下 の 朱 印地 が特 に多 い。 こ う した 中
で,当 院は全国天台宗寺院朱印地宛行117寺の うち23位の朱印地 となる。この事実か らして,当 院の
経済的基盤はこの朱印地にあることはいうまで もな く,そ して また,そ れに関わ る文書 も自ずと多 く
な り今に伝わっている。














地一朱 印地配当,の 手順 となる。現存す る成菩提院文書 を見 る と,一応右の手順 と思われるが,そ の
第二番 目とな る朱印地への検地の実施 を伝 えるのが,既 述 した書冊文書の上限である,天 正19年12
月10日「田古新帳 」に当たる。
天正19年12月「田古新帳」は別 に 「成菩提院地帳 目録古新帳」 とも記 さ'れ,朱印地一筆 を単位 と
し,①所在地,② 旧地積 と分米,③ 新地積 と分米,④ 名請人,と いう記載 になる。本帳の奥書による
と,今度太閤検地が行われた結果,古帳と太閤検地帳と引合せのため,師檀が寄合いこの田地帳を定
めた,と の意が記 され,澄 芸法 印 ・西川与三兵衛等五名が連署 してい る。
本帳 による と,朱 印地150石の所在地は居村の柏原村の外 に,岩 谷村分 ・清 滝分 ・大野木分 ・杉沢











秀吉 以来の朱印高 を,幕 府 もそのまま継承 した ことにな るが,し か しこの後朱 印高 が150石か ら
160石へ と変化す る。その時 期やまた理 由はわか らないが,既 述 した寛文5年 朱印状 によると,「柏
原郷之 内百六拾石余事,(中略)任 慶長十三年十 月四 日 ・同十八年四月六 日 ・寛永十三年十一月九 日
先判之旨」 とあ り,前 掲慶長十三年朱印状以来朱印高160石としている。現存 する諸文書で も,そ の



















「r成菩提院文書』の総合的研究」の弔問報告 として,中世文書 と調査 ・整理の完了 した近世 ・近代
の書冊文書の 「編年 目録」を作成 した。以下 この ことについて一言す る。
←)文 書 目録は中世,近 世,近 代,典 籍 ・聖教 の四部にわけ,そ れぞれの部 でそれぞれの方式に従
って編纂す るこ とに した。 それぞ;れの文書の性格 やそれぞれの様式や形態 の相違か ら,そ れぞれ
の方式で編纂することが有効であろうと考えたからである。
口 そのうち,今 回は中世の部 と近世 ・近代の書冊文書の部を編年に編纂 して刊行することに し
た 。
⇔ 編年を組むにあたっては,一応原則 として慶長7年(1602)小堀新介の実施 した総検地以後
の文書を 「近世文書」 として取扱 うことに した。 また,明 治元年(1868)・以降 の文書 を 「近代
文書」 として取扱 うこととした。但 し,新 出文書Cに は江戸時代の文書 も含まれているが,今
は,現 在 の状況 を変えない方が よい と判断 して,一 応中世の部 に入れておいた。 また,「田古新
帳」(天正19年)な らび に慶長2年 水帳 ・慶長4年 検地帳は,近 世文書 と一括 して保存 されてお
り,こ れ も現状 を変えない方がよいと考 えて,今 回は近世の部に入れておいた。
四 中世の部は編年 目録の外に,その文書の所蔵,所収,新 出等によって分類 した目録を付するこ
とに した 。
㈲ その所蔵,所収,新 出等を明確に表示するために略号を使用 した。その略号の凡例ば次の如 く
であ る。な お,三 井 ・広大以外の ものは成菩提院 に所蔵 されていることにな る。
郡志 贈近江国坂田郡志』所収分 帳簿 成菩提院所蔵の帳簿類
三井 三井文庫所蔵分 広大 広島大学所蔵分
影写 東京大学史料編纂所影写本 新941994年新出のもの
新A,B,C1995年 新 出 の もの
(附記)rr成菩提院文書』の総合的研究」の重点研究には,福 田榮次郎ならびに相模原市立博物館館
長神崎彰利氏をは じめとして,明治大学文学部日本史専攻卒業生高橋孝行 ・湯浅治久 ・中山文人 ・原
和之 ・須永一弘 ・釈迦堂光浩 ・鎌倉佐保の諸君 と東北大学図書館曽根原理氏が参加した。なお,本稿
の四(成菩提院の近世書冊文書)は神崎氏の執筆にかかるものであり,目録作成には原 ・釈迦堂 ・鎌







連番 略号 西暦 年 月 日 史 料 名 備 考
1 新A391360延文5年 閏4月17日阿忍真恒各年貢未進証文
2 新AO51388嘉慶2年4月23口 維那賢珠 ・監寺聖珠連署免除状 袖判あ り。A23と同。
3 新A23 嘉慶2年4月23日 維那賢弥 ・監寺聖珠連署免除状 袖判あ り。
4 郡志011399明徳5年2月10日 殿村導一田地売券 秘斗 応永7年 の裏書あ り。
5 郡志021400応永7年12月1日 権律師実尊田地譲状 1号文書に関連。
6 新95021422応永29年9月13日 権大僧郡豪華力血脈 新出
7 広大01143]永享3年9月4日 道仏田地売券
8 三井011434永享6年1月28日 大吉寺真蔵坊実舜畠地寄進状 大吉寺真蔵坊 舜海 舜円
9 三井021438永享10年12月13環柏原正賢下地売券
10 三三井03 永享10年12刀13β 柏原正賢坪付
11 新A421439永享11年1月26日 清瀧寺忍宗田地寄進状
12 三井041449宝徳1年12月18日 弥六兵衛長光田地寄進状
13 広大031452享徳1年9月 晦日 千兼力譲状
14 新A301458長禄2年2月19日 妙範あさ畠売券
15 新A32 長禄2年2月19日 妙範あさ畠売券
16 新C151459長禄3年5月18日 妙永田地譲状
17 新B351460長禄4年12月2口 田住左近名田売券
18 新C181461寛正2年12月 日 宗教下地証状
15 新BO11462寛正3年5月 日 名超寺成乗坊朝舜田地売券
20 新B18 寛正3年5月 日 成乗坊朝舜名田売券
21 新AO4 寛正3年9月28日 今河衛門田地寄進状
22 三井051464寛正5年6月29日 宗教田地売券




27 新A46 応仁3年2月23日 法印春海畠地寄進状
28 三井061475文明7年5月2E日 尊祐田地寄進状
29 広大021478文明10年11刀3日 太郎兵衛 ・藤享郎連署田地売券
30 新C221480文明12年12月13臼 藤衛門 ・朝舜連署田地売券
31 広大091482文X19年11月16旧右太郎 ・右二郎田地売券
32 新AO81483文明15年4月5月 清瀧寺西蔵房兼海田地売券




























































































































































































































































































連番 略号 西暦 年 月 日 史 料 名 備 考
77 三井171515永正12年3月6日 殿村家世田地売券
78 新A35 永正12年10月16日 河瀬孫四郎利久畠地寄進状
79 新BlO 永正12年12月5日殿村家世田地売券
80 新BO91517永正14年3月 董6日 殿村又三郎田地売券
81 新CO81519永正16年2刀 吉 口 多賀直信田地寄進状
82 新CO2 永正16年8月11日西河家満田地寄進状
83 新BO61520永正17年4月2日 殿村家世 ・同小法師連署年貢売券
84 新BO2 永正17年4月26日河幡孫衛門 ・与次郎田地売券
85 広大08 永正17年12月27日 河瀬彦右衛門竣久田地売券
86 新B291522大永2年4月24日 殿村家世田地売券
87 新A10 大永2年11月2日 宗慶田地売券





91 三井19 大永3年2月22日 殿村家世田地売券
92 新C17 大永3年2月22日 清瀧寺納所癸球補任状
93 広大091523大永3年6月2日 出河小三郎定次田畠売券
94 新AO1 大永3年12月26日西脇直勝 ・同勝正連署田地寄進状 A2と共に(包紙)「万供田証文
二通 」「村木村河瀬彦左衛門より買
徳之証文 弐通」に入る
95 新B321526大永6年12月27臼室上太郎右衛門田地売券 裏書あ り。
96 新AO91528大永8年2,月15目 高橋栄乗田地寄進状
97 新A40 :大永8年2月15露 高橋左近将監清家栄乗鐘突田寄進状
98 新A43 大永8年2月15日 高橋左近将監清家栄乗鐘突国寄進状
99 三井20 享禄1年3月1日 西方百姓中田地売券
100新B26 大永8年6月26日 練禅坊心祐田地売券
101三井21 享禄1年12月20日定聚坊心祐田地売券
102新BO81529享禄2年10月 吉 日 河内清為田地売券 ・




107郡志03 天文3年12月16日浅井亮政書状 大沢小次郎 日光寺 東大史料影
写本①
108新A36 天文3年12月26H 名超寺新蔵坊光尊田畠売券








117郡志041543天文12年6月8日 馬場吉久書状 大蔵坊 東大史料影写本②
118新C241544天文13年1月11日桑原覚心田地寄進状案































145郡志11158e天正10年12月 日 丹羽長秀 ・羽紫秀吉連署禁制
146郡志121583天正11年2月20日箕浦秀清書状 柏庭庵 東大史料影写本④
147広大121584天正12年12月28日 河橋力重n田地売券
148郡志131585天正13年6月13日柏隠書状 兵穣 真垣名 内徳抜地 五郎太
夫 東大史料影写本⑪
149郡志171587天正15年6月2臼 豊臣秀吉朱印状 九州御動座 東大史料影写本⑫
150郡志18 天正15年6月3日 富田一白書状 東大史料影写本⑬
151郡志19 天正15年6月3日 賀藤彦…書状 東大史料影写本⑭











162新9401 室町時代2月18日 貞成書状 新誕{
163影写01 室町時代3AII日 元教書状 東大史料影写本⑧
重64影写02 室町時代3月22貨 某書状 東大史料影写本⑩
165郡志09 室町時代5月7日 殿村平清書状 柏庭庵 周興 東:大史料影写本⑤
223
『成菩提院文書』の総合的研究
連番 略号 西暦 年 月 霞 史 料 名 備 考
166郡志06 室町時代8月28日 箕浦秀誠書状 弥高寺大蔵坊 東大史料影写本⑥
167新CO4 室町時代9月13日 妙香庵寄進状
168郡志25 室町時代9月20日 石川長門守 ・彦坂小刑部連署書状 東大史料影写本⑳
169郡志10 室町時代10月27日箕浦秀澄書状 費川遠藤分 東大史料影写本⑦







177新9403 安土桃山3月20日 豊臣秀吉朱印状 新出














連番 略号 西暦 年 月 日 史 料 名 備 考
」一一一一 一 一 一 」 一 一 」 }「 π 一 一 一 「π 丁冒
4 郡志011394明徳5年2月10日 殿村導一田地売券 秘斗 応永7年 の裏書あり。
5 郡志021400応永7年12月1日 権律師実田地譲状 1号文書に関連。
107郡志031534天文3年12}」16k3浅井亮政書状 大沢小次郎 日光寺 東大史料影
写本①
117郡志041543天文12年6月8日 馬場吉久書状 大蔵坊 東大史料影写本②
119郡志051544天文13年9月10日堀元積書状 東大史料影写本③
166郡志061334室町時代8月28日 箕浦秀誠書状 弥高寺大蔵坊 東大史料影写本⑥
170郡志071602室町時代11月7日 川毛清元 ・大津秀澄連署書状 柏原西方落地 東大史料影写本⑨
143郡志081568永禄11年8月 日 織田信長禁制
165郡志091334室町時代5月7日 殿村平清書状 柏庭庵 周興 東大史料影写本⑤
169郡志1C1602室町時代10刀271」箕浦秀澄書状 笠川遠藤分 東大史料影写本⑦
145郡志111582天 正10年12月 日 丹羽長秀 ・羽柴秀吉連署禁制
146郡志121583天正11年2月20日箕浦秀清書状 柏庭庵 東大史料影写本④
148郡志131585天正13年6月13日柏隠書状 兵根 真垣名 東大史料影写本⑪
152郡志141587天 正15年11月29U 田中吉政書状 大野木郷 東大史料影写本⑯
155郡志151591天正19年4月23日豊臣秀吉朱印状 東大史料影写本⑰
156郡志161592文禄1年5月2日 豊臣秀吉朱印状 名護屋見廻 東大史料影写本⑱




































































































































































































162新9401 室町時代2月18日 貞成書状 新出
175新94021570安土桃山2月4日 豊臣秀吉朱印状 新出
17?新94031602安土桃山3月20日 豊臣秀吉朱印状 新出




6 新95021422応永29年9月13日 権大僧都豪乗力血脈 新出








2 新AO51388嘉慶2年4月23日 維那賢珠 ・監寺聖珠連署免除状 袖 判あ り。A23と同。
26 新AO61469応仁3年2月23日 上津俊定畠地売券






42 新A131486文 明18年五2月26B 清瀧寺維那 ・同監寺連署柏原重沢名
補任状
110新A141535文明4年9月26日 弥高寺大蔵坊名田寄進状








3 新A231388嘉慶2年4月23日 維那賢琢 ・監寺聖珠連署免除状 袖判あり。
160新A241600慶長5年10月25日 吉十郎 ・源八郎等連署斗請覚
158新A251597慶長2年2月25日 清瀧八郎兵衛畠寄進状




























































































































































































































































































































































































































































No. 年 月 日 資料名'(内容) 差出人→請取人 形態 ・数量
1 天 正19・極 ・10 田古新帳 成菩提院→ 冊1
2 慶 長2・2・24 成菩提院之事柏原清滝岩谷田畑水帳以 冊3
悉見定也(※検面又ハ古帳一所二書也)
3 慶 長4・11・27 (検地帳)(柏原 ・西村分蔵菩挺院領書 西川久兵衛成吉→ 冊3
上帳)
4 慶 長7・9・21 江州坂田郡柏原成菩提院領御検地帳 冊3
(※徳永院正ノ写2別置)
5 慶 長7・9・21 江州坂田郡柏原成菩提院領脚検地帳 冊1
6慶長7・ 江州坂田郡柏原成書提院領脚検地帳 冊1
7 慶 長13・～ 公儀代々御朱印之写 冊1
8慶長18・ 慶長十八年寛永三年御籐口写(別置) 冊1
寛永3・
9 寛 永10・卯 ・28 近江柏原成菩提院下末寺書付(別置) 一ゆ東口院 冊1
10明 暦 元 ・9・ 成菩提院什物帳 憲海寄進→ 冊 豆
11(近世初期) (御朱印百拾石張) 冊1
12 (検地帳,戦 国期寄進等の註記有り) 冊1
13寛 文2・11・24 定(講録しち入) 大吉寺惣中→ 横1
14寛 文8・2・20 灌頂豪者重位覚 成菩提院→ 冊1
15寛 文13・8・2G 成菩提院寄進諸道具之覚 覚林坊→ 冊1
16延 宝5・4・ 御朱印帳写成菩提院田畑改帳(秀仙法 門前代官西村長太夫他→ 冊1
印代 増服 ・徳永打目両帳面改)
17延 宝5・4・ 江州坂田郡柏原成菩提院御公儀地五ケ 清瀧理教坊外13・→ 冊1
村引附高張
18延 宝5・5・17 江州坂田郡柏原成菩提院領御検地々引 冊1
帳
19延 宝5・5・17 江州坂田郡柏原成菩提院御朱印地御検 村田加左衛門 ・荒居治太夫→ 冊2
地帳
20延 宝5・5・ 検地奉行衆宿手形(五通有) 成菩提院 冊1
21延 宝5・12・8 成菩提院田畑宛口帳 清滝寺利教坊外18→当住秀仙法印 冊1
22延 宝6・ 正 ・ 万差引月記(大吉幸福聚坊) 小横1
23延 宝6・9・ 奉賀帳(柏原町 ・長久寺村 ・大野木村)成菩提院→ 冊2
24延 宝7・7・19 江州坂田郡柏原成菩提院御朱印地御検 井伊玄蕃頭内戸塚佐太夫 ・内山太左衛 冊1
地帳 門→
25延 宝7・9・6 (御案渡御之次第外) 横2
26延 宝7.12・16 成菩提院御公方也 冊1
27延 宝7・12・17 成菩提院四畑宛口帳 門前西村長太夫他→当住秀仙法印 冊1
28延 宝8・7・28 成菩提院寄進諸道具之覚 秀仙→ 冊 董
29天和4・ 灌頂受者磁瓶 成菩提院→ 冊1
30貞 享2・9・ (利覚寺召上尋方) 冊1
31貞 享3・9・28 成菩提院什物井諸道具帳 清滝寺万徳坊他→ 冊1
32元 禄2・5・16 成菩提院諸道臭覚 泉明院外一・ 冊1
33元 禄4・3・25 改岸本坊屋号去忍坊田畑山林諸道具帳 横1
34元 禄4・3・ 改慶住坊昌号松尾寺智禅坊田畑山林諸 横1
道具帳
35元 禄5・11・3 仏前諸道具引渡帳 行栄坊→万徳房他 冊2
36元 禄5・11・ 霊宝帳(当寺代々霊宝帳) 成菩提院→ 冊1




No. 年 月 日 資料名(内容) 差出人→請取人 形態 ・数量
38元 禄11・3・10 当院末寺中本寺証文拍入笄旦那中寺送 善応法印院代慈懲院政之→ 綴1
～ 宝 暦12・3・ 証文拍入(住職交替人別送状 表紙の
年代は宝暦9年2月13件 綴)





41元 禄14・11・ 名寄斗代什帳 三光院→ 冊1
42正 徳5・4・ 成菩提院領地押明縄帳 冊1
43宝 永7・3・10 安能寺什物帳(奥 書は享保5年12月 安能寺即道惣旦那一・広瀬丹治 ・柴嶋丈 横1
2日 ・29日の 日付 あ り) 右衛門
44享 保2・2・6 仏前道具引渡帳 三十七世丞然法類妙忍坊代官新井主税
一》
冊1
45享 保2・6・ 成菩提院領地押明細帳(内容は正徳 清滝寺万癩坊外12→ 冊1
5年4月)
46享 保4・5・10 念仏堂什物帳 冊1
47享保6・4・23 大吉寺泉覚院山林畑覚 横1
48享 保6・4・ 宝覚坊寺附目録 宝覚坊→ 横1
49享保6・霜 ・晦 村申念仏講帳 念仏堂→ 横1
50享 保7・7・ 享保七壬寅年七月御触書之写 寂照山役所…・ 冊1
51享保&3・ 朔 成菩提院末寺継目録 院代浄光院→ 冊1
～ 寛 保 元 ・4・12
52享保8・7・2 勝光寺什物覚帳 横1
53享 保9・9・ 明細帳市場寺(書 式共) 柏原駅市場寺→細田半介 ・大山五郎左 冊2
衛門他
54享 保10・10・19 宝学坊什物 ・山林畑覚帳 横2
55享 保 豆0・10・ 中尾坊什物覚帳 横1
56享 保11・3・ 市場寺門前年年宗旨改人別帳 冊2
57享 保12・閏 正 ・ 真乗坊跡諸色帳 松尾寺一山中→院代玄乗院広瀬丹治 冊1
58享 保12・閏 正 ・ 実蔵坊跡諸色帳 松尾寺坊組一山中→院代玄乗院法印 ・ 冊1
広瀬丹治
59享 保12・4・ 中尾坊畑当日之覚 横1
60享 保12・12・8 (銀子預り) 大吉寺惣中→玄乗院他 横1
61享 保18・8・3 成菩提院霊宝帳(書 画等寺宝書上) 澄明院→ 冊1
62享 保18・8・3 成菩提院諸道具引渡覚帳 広瀬帯刀→ 冊1
63享 保18・8・ 成菩提院仏前道具引渡帳 澄明院→ 冊1
64享 保19・4・14～ 撮要記 院代三嶽院→ 小横1
65享 保19・8・ 御入院 ・御逗留中諸用記 小横1
66享保19・ 谷汲山地蔵院永代祠堂寄附帳 冊1
67享 保20・3・ 宗門帳(旦那須川村 ・小田村 ・北池村 冊1・常 喜村 ・関原村 ・野上村)
68元 文 元 ・12・ 真乗坊跡請払勘定帳 役者養運院 ・正寿院→ 冊1
69元 文2・ 正 ・13 大吉寺松住廃寺徳井什物覚帳(松住院 大吉寺徳明坊→成菩提院役人奥村治郎 横4
跡年貢勘定帳共) 冶衛門
70元 文2・3・ 中尾坊勘定帳 徳明坊 ・法性坊一・奥村治郎右衛門 ・本 横1
学院
71元 文2・5・ 河内村常福寺歴代記 河内村常福寺一》 ・ 横1
72元文3・8 名寄斗代付高張 真体庵他→成菩提院役人 冊1
73元 文4・ 正 ・ 念仏講覚帳 冊1
74元 文5・7・ 密蔵坊跡諸色請払帳 松尾寺一山中→ 冊1
230
No. 年 月 日 資料名(内容) 差出人→請取人 形態 ・数量
75寛 保 元 ・4・13 正観院前大僧正俊静代 冊1
76寛 保 元 ・10・23 大吉寺福聚坊本廃井山林境内諸道具什 徳明坊→院代積善院 横1
物帳
77寛 保2・2.26 田畑山徳米覚帳 明越寺千蔵坊→積善院 冊1
78寛 保2・ 閏4・ 携上申誤証文(美濃谷汲山砦門院観音 在中惣代大野木村桑原六郎左衛門→積 冊1
開帳一件) 書院
79寛 保2・12・ 浄教坊跡諸道具田畑山林帳 連乗坊→岸本坊他 冊1
80寛 保3・9・ 吉祥院坊跡記立銀賞 宝生坊他→円智院 横1
81寛 保3・9・ 松寿院跡記立銀張 宝生坊他一や内容院 横1
82寛 保3・9・ 大吉寺徳明坊跡什物帳 宝生坊他→円智院 横1
83延 享 元 ・5・ 谷汲山普門院什物帳写(延享元年無主) 横1
84延 享2・8・ 三光院田地改帳 冊1
85延 享2・8・ (田地吟味帳) 開基豊中惣代高井寄託→ 冊1
86延 享2・11・ 柏原宿成菩提院檀那軒数覚帳(河内 ・柏原惣檀中→ 冊1
須 川 ・小 田 ・大 野 木 ・清 滝 ・北 池 ・常
喜 ・名越 ・長岡 ・杉沢村分 とも)
87延 享2・11・ 木末御敵帳 市場寺 ・院代円智院→ 冊1
88延 享2・ 閏 極 ・ 当院御朱印改並頂戴一件記 寂照山三十三代善応法印代→ 冊1
～ 寛 延2・3・
89延 享3・2・ 寺格書上帳 湖東成菩提院→滋賀院御留守居山門三 冊1
執行代
90寛 延2一 正 ・ 濃州伊自良三光院展ノ年収納受払帳 高井寿仙→院代円智院 冊3
～ 寛 延2・9・
91寛 延4・2・ 当院6指出シ候寺送 り手形留 冊1
～ 天 明2・4・
92寛 延4・8・ 庫裏之図井材木入用帳 濃州三光院→慈懲院 冊1
93宝 暦 元 ・11・ (灌頂来援者 書上,宝 暦2年 ・13年灌 長岡村安能寺→慈慾院 冊1
頂関係とも) 横2
94宝 暦2・ 霜 ・9 能愛瀬村青木社頭明細帳(青木社頭宮 松 尾 寺 一・ 一 括
様支配に付)
95宝 暦3・8・ 宝城坊跡fl物帳 大吉寺宝生院→ 横1
96宝 暦3・11・ 養運院寺什物御除地山林寺領田畑買附 養運院隠居栄般→御一山御衆中 冊1
仏倶田出作田地帳
97宝暦3～7・ (明静院跡関係一括) 松 尾 寺 一・ 冊'8、
98宝 暦7・5・ 羽越寺地徳帳 ・膜次帳 冊2
～ 宝 暦13・
99宝 暦8・11・ 安能寺諸色諸道具帳 観音寺修善院旦那磐代田中重右衛門 ・ 横1
次郎右衛門→慈懲院法印 ・宮永源蔵
100宝 暦11.11・ 正字坊跡積銀勘定帳 松尾寺一山中・与悪感院 冊1
101宝 暦12・閏5・ 松住寺跡畑山林道具 大吉寺→慈懲院 冊1
XO2宝 暦12・3・ 小室勝光寺什物帳 福衆院法類松尾寺正寿坊→慈恵院法印 冊1
森監物
103宝 暦12・5・ 籏田郡河内村常福寺本末什物帳 常福寺→慈恵院 冊1
104明 和2・3・ 宗門人別改帳(松沢村 ・長岡村 ・北池 冊4～明和7・ 村)





106明 和2・3・ (観音寺塔頭書上) 冊1
107明 和4・4・ 石堂寺什物帳 清滝村庄屋藤左衛門→成菩提院 冊1
108明 和6・ll・ 福衆院什物井畑山林道具帳 大吉寺一・成菩提院 冊1
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No. 年 月 日 資料名(内容) 差出人→請取人 形態 ・数量
109明 和7・3・ 明星山諸色道具御改帳(寛政3年 改)泉明院留守居成願房→ 冊'1
110安 永5・9・ 寺塚御改帳 谷汲山華厳寺一・寂照山御院代 ・地蔵院 冊1・
法印 ・磯部仙治
117安 永5・11・ 寺録分限御歌帳(成菩提院 ・常福寺 ・ 冊6
妙薬寺 ・勝光寺 ・妙徳院)
112安 永8・10・9 谷汲一山貝記 冊1
113安 永9・ 正 ・ 開帳礼録記 冊1
～ 文 政11・3・9
119安 永9・3・ (方丈遷化等に付) 安能寺→ 冊1
11E安 永9・6・ 人別御敵帳 御門前中一・入木橋歓蔵 冊1
11E安 永9・7・ 人別御改帳 松尾寺一〉安能寺法印 ・八木橋歓蔵 冊 玉
117安 永9・7・ 人別御敵帳 大吉寺→安能寺法印 ・八木橋歓蔵 冊1
i18安 永9・7・ 人別御歌帳 大野木村神宮寺 ・妙薬寺預り主桑原新 冊1
兵衛→
119安 永9・7・ 人別御敵帳 浅井郡三河村光明寺一・安能寺法印 ・八 冊1
木橋歓蔵
12C安 永9・7・ 人別御敵帳 長岡村家能寺→八木橋歓蔵 ・安能寺法 冊1
印
121安 永9・7・ 人別御歌帳 観音寺→八木橋歓蔵 ・安能寺法印 冊1
122安 永9・7・ 人別御歌帳(人 別御改帳2冊 の綴) 小室弥勒寺 ・山室小倉寺→八木橋歓蔵 冊1・安能寺法印
123安 永9・7・ 人別御敵帳 泉明院→八木橋歓蔵 ・安能寺法印 冊1
124安 永9・7・ 人別御歌帳 日光寺→八木橋歓蔵 ・安能寺法印 冊1
125安 永9・7・ 人別御改帳 市場寺→八木橋歓蔵 ・安能寺法印 冊1
126安 永9・7・ 人別御敵帳 常福寺→八木橋歓蔵 ・安能寺法印 冊1
127安 永9・7・ 人別御歌帳 開題寺一》八木橋歓蔵 ・安能寺法印 冊1
128安 永9・7・ 人別御改帳 菅生寺預 り條左衛門→安能寺 冊1
12f安 永9.1C・ 念仏堂什物帳 観成院→真正院法印 ・新井主税 冊1
130天 明2・ 閏3・12 覚(観音寺塔頭書上) 観音寺役者妙寿院一り正善院 冊1
131天 明4・ 正 ・25 谷汲山観音入仏供養留記 冊1
132天 明5・4・ 寂照山什物引渡帳 四冊写(大 吉寺分 積門院→ 冊2
共)
133天 明5・6・ 新調覚 法類十果房→ 冊1
134天 明5・6・ 正観院前大僧正俊静代新帳覚(什物改)即心院観光代法類十薬房→ 冊1
135天 明5・6・ 成菩提院仏前道具引渡帳 即心院代 十薬房→ 冊1
136天 明5・6・ 成菩提院諸道具引渡覚帳 即心院観音法教十果房→ 冊1
137天 明5・6・ 成菩提院霊宝帳 即心院代 即心院観音法教士乗房→ 冊1
138天明5・ 諸色請払帳(初穂納覚帳) 大吉寺→善護院 横5
～ 天 明7・
139天明6・ 成菩提院代官由緒書之覚 冊 ユ
～ 文 久 元 ・
140天明6・7～8 人別御敵帳(菅生寺 ・神宮寺等) 冊2
141天 明6・10・ 成菩提院年貢地名寄帳 冊1
142天 明6・11・ 本末御歌帳(常福寺 ・勝光寺 ・宝谷寺 冊 ・5・三光院 ・大吉寺)
143天 明6・11・ 寺嫁御改帳(観音寺 ・安能寺 ・石堂寺 冊11・光明寺 ・日光寺 ・妙徳院 ・華厳寺 ・
小倉寺 ・名超寺 ・泉明寺 ・市場寺 ・玉
泉院)
144天 明7・3・ 宗門御敵帳(長岡寺 ・大野木村 ・北池 冊3
村)
145天 明7・3・ (彦根藩領末寺書上) 坂田郡観音寺一レ寂照山養護院法印外1 冊1
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146天 明7・5・ 寂照山年中行事 冊1
147天 明7・7・12 成菩提院什物諸道具之内長持入帳 冊1
148天 明7・7・ 平等院什物帳(跡諸色請払共) 名超寺千蔵坊→真正院 冊3
149寛政元 ・2・21 寛政元日酉年門前屋敷改帳 門前組頭市内外2→ 冊1
150寛政元 ・3・ 宗門御敵帳 大野木村善左衛門→新井主税 冊1
151寛政元 ・3・ 年戎膳之覚 市場村→新井主税 冊1
152寛政元 ・4・ 成菩提院霊宝帳 恵恩廃藩周代→ 冊1
153寛政元 ・4・ 恵恩院慈周代新寄附覚 恵恩院慈周 ・役人新井主税 ・院代真正 冊1
院→
154寛 政 元 ・4・ 成菩提院諸道具別渡覚帳 恵恩院慈周代→ 冊1
155寛政元 ・4・ 恵恩院御代仏前道具引渡横井正観院前 新井主税 ・真正院→ 冊1
大僧正俊静代新覚帳,即心院歓孝法印
新覚帳
156寛政元 ・9・ 御朱印頂戴記 寂照院無六世樗伽院義 冊1
き
～12・ 本代
15?寛 政 元 ・10・ 檀末新寄進帳 寂照院珊六世樗伽院議 冊1




159寛 政2・ 正 ・ 平等院跡諸色勘定請払帳 名超村世話人善左衛門→ 横3～寛政4・
160寛政2・4・ 人別御敵帳(日光寺 ・常照院 ・一乗院) 冊3
161寛 政2・6・ 常照院借金方覚帳 谷汲山惣中→新井主税 横1
162寛政2・6・ 常照院什物帳(地蔵院 ・普門院 ・明王 谷汲山地蔵院他→ 冊1
院 ・一乗院)
163寛政3・6・4 坂田郡河内村常福寺什物帳 常福寺一→ 冊1
164寛政3・6・5 法谷寺什物帳 渋谷寺→新井主税 冊1
165寛 政3・6・ 観音寺宝物帳 観音寺一》新井主税 冊1
166寛政3・6・ 石堂寺住(什)物 帳 石堂寺→新井主税 冊1
167寛 政3・6・ 美濃国山県郡伊自良村三光院什物 荘厳寺 ・三光随一・新井主税 冊1
168寛政3・6・ 大森村三郎左衛門一件書付写四通 大森村庄屋五郎左衛門一一 冊1
169寛政3・ 成菩提院金燈籠勧化帳 冊1
f7C寛政3・ 本堂常燈明寄進帳(清滝村 ・長岡村他) 冊10
171寛政4・ 閏2・ 名越寺寺録分限御改帳 名越寺千蔵院→新井主税 冊1
172寛 政4・6・ 成書挺院井末寺人別御改帳 成菩提院→奉行所 冊1
173寛政5・10・27 従元文五申年毎年引帳 三和伊左衛門→ 冊1
174寛 政6・7・ 寺徳買附新普請出来留記 地蔵院→ 冊1
175寛政6・7・ 地蔵院普請入用覚(金銭払覚共) 横3
176寛 政6・ 閏11・ 御高壁仕方帳 阿部将兵衛→新井主税 冊1
177寛 政7・ 正 ・ 美濃国谷汲山地蔵院元三大師護摩堂再 冊1
建
178寛政8・2・ 寛政元年修理覚 願王院→ 冊1
179寛 政10・5・ 柏原成菩提院寺領代官掟 冊1
180寛 政10・5・ 人別御敵帳 新井主税→全性院法印 冊1
18]寛 政10・5・ 人別御敵帳 門前中→新井主税 冊1
182寛 政10・7・朔 人別改一件東叡山回章留附公儀御触書 台了房→ 冊1
之写右東叡山回章之始二認来リ
183寛 政10・7・ 江州成菩提院井末寺人別御敵帳 冊1
184寛 政10・7・ 二条人別御改一停留 台了房_; 冊1
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185寛 政10・10・7 恵恩院慈周代新寄附什物援 護本代引 冊1
渡帳
186寛 政10・10・7 願王院義本代新寄附什物渡帳 願王院義本法類台了房→ 冊1
187寛 政10・10・7 成菩提院諸道具部類引渡帳 寂照ll殴人親井主税→ 冊1
188寛 政10・10・7 成菩提院霊宝帳 寂照111代官新井主税一・ 冊1・
189寛 政10・11・8 御入院到来記 横1
190寛政10-11 三界万霊所常夜燈奉加帳(木箱入) 冊1
191寛 政11・正 ・ (旧記) 冊1
192寛 政11・12・ 末山諸用記 冊1
193寛 政12・2・～ 諸般留(松 尾寺正寿院隠居顎外) 冊1
194寛 政12・5・ 院代装束井供廻着用物皆具新什物大帳 預人新井主税→ 冊1
X95寛 政12・7・ 御朱印地真慶坊収納帳(法輪院 ・明王 谷汲山惣 中 ・新井主税一う 冊1
」 院 ・一乗院 ・普内院 ・地蔵院)
196享 和 元 ・4・ 東叡山清水党略縁起 冊1
t5
, 197享 和2・2・6 諸道具引渡帳 成菩提院第珊七世丞然 三十七世丞然法類妙忍坊 ・代官新井主 冊1
代 税→





200享 和2・11・ 谷汲山開帳一件 小横1
201享 和3・11・ 貞舜法印官金之覚 横1
202文 化2・11・29 今須宿宝谷寺諸什物帳 右堂寺 ・市場寺一・ 冊 五
203文 化6・6・12 明星山諸什物御敵帳 掛り惣代石堂寺一》秀繁法印 冊1
204文 化7.12・ 指上申書上之事(松尾寺詮寿院勧学房 松尾寺本人詮寿院外3→心浄院法印新 綴1
兼帯一件外) 井主税
205文 化11・9・ 円柱院諸色丁..'物帳(什 物持肝 一件 とも 横1
他文書一件綴)
206文 化12・3・～ 小野篁御真筆小安大般若経修覆勧化帳 円乗院発起心浄院→ 一括14
(小安大般若経六〇〇巻修覆関係書)
207文 化15・3・ 成菩提院御公方地控帳 柏原宿庄屋源右衛門→ 冊1
208文 化15・4・4 覚(高根) 清滝村庄屋一・成菩提院役人中 冊1
209(文化年中) (市場寺明細帳) 市場寺秀仙一・寺社奉行所 冊1
210文 政2・7・ 甘藍植付砂糖製作不仕振二付書付 成菩提院役人新井主税→御勘定所 冊1
211文 政3・ 正 ・ liI門大会井伝教大師御忌御回章記 冊1
212文 政3・3・3 御祝米役米渡手拍会印帳 役 所 一・ 横1
213文 政4・12・ 住職入院等雑簿 三十九世成菩提院円体→ 冊1～文政5・
214文 政5・ 閏 正 ・18 (御奉書写寺廻状綴) 冊.1
～ 文 政5・4・ 朔
215文 政5・ 閏 正 ・25御入院前日並記 龍樹院拍→ 冊 亙
216文 政5・ 閏 正 ・25仏前道具引渡帳(諸道具引渡帳あり) 三十八世豪恕弟子松尾明寿院 ・代官新 冊2
井主税一・
217文 政5・ 正 ・ 東叡山厳浄院法印御入院一件(控) 寂照山役所新井主税→ 冊1
218文 政5・3・ ～ 宗門送手形 冊1
219文 政5・3・ 寺送手形之事(人別送状等綴) 綴1
～ 安 政7・ 正 ・
220文 政5・4・ 二条人別御改一件留 新井主税→ 冊1
221文 政5・5・ 人別御改帳(新井主税御門前中,松尾 →龍樹院 ・新井主税 綴1
寺 ・観音寺 ・名越寺 ・泉明院 ・大吉寺
白癬 寺来羅 文膿 瀦 あ欝 寺'
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222文 政5・6・ 人別御敵二村末山割賦覚 役所新井主税→ 横1
223文 政5・9.18 明星山諸什物御改帳 寂照111代官新井主税一・門前 冊i
224文政5・ 御院領田畑掟帳 市内→ 冊i
225文政5・ 江州成菩提院井末寺人別御敵帳 冊1
226文政5・ 御院領田畑掟帳 代官新井主税・・ 冊1
227文 政6・ 正 ・ 御普請御手伝人別帳 檀那世話方中→ 冊1
228文 政6・2・ 普請二付諸事要用記(廻状 ・雇人足) 新井主税一・ 横1
229文 政6・2・ (勧化由緒書) 成菩提院現住円体→ 冊1
230文 政6・2・ 本堂勧進帳之事 成菩提院円体→ 冊1
231文 政6・2・ 勧進帳 成菩提院現住円体敬白→ 冊2
232文 政6・2・ 成菩提院本堂庫裏建替一件 三十九世円体代→ 冊1
233文 政6・2・ 檀末助成金出入帳 寂照山役所→ 横1
234文 政6・3.1C～ 諸職人日数帳 成菩提院役所一→ 冊1
235文 政6・5・12 普請二付金銭畠入相 寂照山役所一・ 横1
236文 政6・6・ 寂照山成菩提院本堂再建諸向施入 院代龍樹院 ・代官新井主税 ・肝煎 ・末 綴1
山中 ・櫨那中→ 冊3
237文 政6・9・ 中年灌頂御執行回章記 慈明院→龍樹院 冊1
238文 政6・12・ 御普請金請取之事 清滝村大工嘉右衛門→成菩提院御役人 小横1
衆中
239文 政7・ 正 ・21 御願書(濃州南宮一山井深瀬慈明院申 円乗院 ・妙徳 院他24ケ寺 一》寂 照山龍
'冊1
絶二付再興願) 樹院 ・新井主税
240文 政7・ 正 ・ 御居間小書院畳積書(畳替見積) 横1
241文 政7・ 正 ・ 本堂諸色什物帳 大吉寺→新井主税 冊1
24`e文 政7・6・ 濃州谷汲山御直御支配被仰付候節請願 成菩提院役新井主税拍→ 綴1
書留井御奉書留(文 化4年6月 ～文
化5年4月 まで諸願書留)
243文 政7-8・ 朔 灌頂献立井役割帳(関 係書類綴とも) 寂照山役所新井主税拍→ 冊1
横1
249文 政7・9・ 申渡(朱 印地 ・除地等の書上 ・下書) 寂照山役所→ 冊1
245文 政7・9・ (大吉寺 ・福衆院相続願誓一紙文書33 綴1
点)
246:文政7・ 市場寺古顔書類(延 享2年 ～天明2 寂照山役所→ 綴1
年までの19点市場寺請願)
247文政7・ 諸末寺願書類 但シ諸山入組三冊之内 寂照山役所→ 綴1
(元文4年 ～天明3年 までの諸寺願書
写40点)
248文 政8・2・2 酉ノ年御祝儀米井二役米波方勘定帳 寂照山役所立台→ 横1～文政9・
249文 政8・12・ 小書院居間再建入用覚 成菩提院→ 冊1
250文 政9・ 正 ・19 大雪二而損所之事 松尾寺一山中→ 冊1
251文 政9・ 正 ・ 雑簿(歴 代住持 ・朱 印状 ・棟札 ・鐘銘 成 菩 提 院 ・一 冊1
外)
252文 政9・ 正 ・ 文政八面年大雪二付本堂井寺院向破損 坂田郡名題寺→ 冊1
所覚
253文 政9・ 正 ・ 大雪破損御届書 月光寺→ 冊1
254文 政9・ 正 ・ 顔向京都掛 り在京日並記 成菩提院代福衆院→ 冊1
255文 政9・5・ 成菩提院御由緒書(御免勧化二村由緒 成菩提院一・ 冊3
書上 ※3冊の内1冊は年欠 ・後欠)
256文 政9・5・ 江府願向被申登之旨趣留 成 菩 提 院 一一 冊1




No. 年 月 日 資料名(内容) 差出人→請取人 形態 ・数量
258文 政9・6・ (大雪二付客殿再建願類,客殿再建願,成菩提院→京都奉行所 綴1
寺院明細,境 内図等4点)
259文政9・6・ 入用勘定帳 冊1
260文政9・ (寺送 り手形等綴) 綴1～慶応4・
261文 政10・8・15 当院中興祐円法印弐百回忌諸留 寂照山役所新井力拍→ 冊1
262文 政11・8・ 御免勧化村女御寄進帳 江州柏原郷成菩提院→ 冊1
263文政10・ 檀方人仏事井葬式諸記 寂照山知事→ 冊1
264文 政11・正 ・穀 田地畑屋敷徒 口覚帳 市場寺→ 横1
265文 政11・7・ 近江国 ・越前国 ・播磨国勧化巡行帳 堀大和守 ・太田播磨守 ・松平伊豆守 ・ 横1
(「勧化状」の包紙あり) 土井大炊頭一・近 江国 ・越 前国 ・播磨 国
御領私領寺社領諸寺社在町中
266文 政11・8・ 勧化帳序 柏原郷成菩提院→ 冊1
267文 政11・8・ 御免勧化寺社御寄進帳 柏原郷成菩提院→ 冊1
268文 政11・8・ 西浦行諸事留 泉 龍 院 一・ 小横1
269文 政11・8・ 勧化寄進帳 江州柏原成菩提院→ 冊1
270文 政11・9・ 勧化寄進帳 冊1
271文 政11・9・ 近江国浅井 ・伊香行諸事留 小横1
272文 政11・11・ 宮様再度準后宣下御上洛二付出京雑簿 成菩提院円体→ 冊7
全 蹴り末寺色衣願有之
273文政11・ 子年人別御改二付記録 成菩提院役所一一 冊1
274文政11・ 人別御改帳(新 井主税 ・御門前中 ・松 →延迎院 ・新井主税 綴1
尾寺 ・観 音寺 ・名超寺 ・大吉寺 ・石堂
寺 ・常福寺 ・安能寺 ・日光寺 ・泉 明寺
寺院別人別帳11冊の綴)
275文 政12・2・16 世話方衆許所汐請取渡シ諸事拍 寂照山代官新井主税拍→ 横1
276文政12・ 哨静院跡勘定帳(天 保10年は 「哨静 一山中一》寂照山御役人衆 冊1～天保10・院跡収納勘定帳」) 横1
277文 政13・正 ・ 年中陽波記(日 録) 寂照山院代部屋記→ 冊1
278文 政13・6・ 御客殿再建末檀儀定録(御普請元〆勧 柏原村吉村佐八郎他11ケ村24名,寂 冊1
書院他7ケ寺世話方松尾寺他9ケ寺) 照山役人新井主税一・
279文 政13・6・ 本堂普請諸入用立会控 御普請方元〆詮寿院 ・三光院 他4ケ 横1
村→
280文 政13・7・朔 期限二付被仰山之覚(彦根藩政改革二 京極右近 ・岡左内 ・多賀越中 ・本庄七 冊1
付) 郎右 衛門一・
281文 政13・9・ 院領検見免引井役用手帳 新井主税 ・ 小横3
282文 政13・11・ 院領井祠堂田畑秋皆済帳 新井主税→ 冊1
283文 政13・12・ 御蔵米仲買請印帳 柏原宿嘉蔵他4ケ 村16名→ 冊1
284文 政13・12・ 積立講仕方帳 講元円教院引請法類→ 冊}1
285文政13・ 収納方小書入 役所新井主税→ 一括
286天 保2・ 正 ・ 末寺年頭暑寒歳末献上 寂照山役所→ 冊1
287天 保2・10・～ 末山諸願書井届暑 冊1
288天 保2・10・～ (院領検見関係,状共) 新井主税→ 横3
289天 保2・12・ 院領祠堂田畑収納勘定帳皆済帳 新井主税→ 冊2
290天保2・ 松尾寺一山田地売払候二村御糺二相成 綴1
書上
291天 保3・ 正 ・ 門前掛請願向記録 役所新井主税→ 冊1
292天 保3・ 正 ・ 陽波記(日記 後欠) 冊1
293天 保3・ 正 ・ 松尾寺一山掛諸記録 寂照山役所→ 冊1～慶応4・5・7
294天 保3・3・ 御相客殿再建末檀寄進帳 横1
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295天 保3・3・ 谷汲山地蔵院進退願一件 冊1
296天 保3・6・10 明星画譜4.物故帳 組合惣代石堂寺 ・日光寺 ・常 福寺一→ 冊1
297天 保3・7・2i 年賦末檀寄附金上納帳 寂照山役所・ 横1
298天 保3・9・26 院領検見免引下脹 横1
299天 保3・10・ 門前免割振 新井主税一・ 横1
300天保3・閏12 院領祠堂五十取立労銀納皆済人別庭帳 新井主税→ 横2
～天保6・
301天 保3・ 閏11・ 近江国坂田郡之内郷村高帳 近江国成菩提院→勘定所 冊1
302天 保3・ 閏11・ 近江国坂田郡之内郷村高帳 成菩提院一・御勘定所 冊1
303天 保4・2・3 末担集会評定目録 寂照山御 普請方元〆中一一 冊1
～ 天 保5・12・8
304天 保4・3・ (円体法印関係書,円 体法印病記,本 冊 ・ 横
～天保5・ 葬入用) 5
305天保4・ 谷汲山諸用記 寂照 山役所一・ 冊1
306天保4・ 御客殿御普請方記録(書院普請入用帳) 冊2
307天保4・ 成菩提院末寺継目井加行得度礼記録 三十九世円体代一〉 冊1
(安政3年 まで)
308天 保5・7・ ん 末山諸願書類 冊1
309天保5・ 門前江御払米勘定帳 横1
310天 保6・5・1 銀納方取調勘定帳 新井主税一→ 横1
311天 保6・9・ 門前当館引割書渡帳 新井主税→ 冊1
312天 保6・11・ 院領祠堂田畑皆済帳 寂照山役所新井主税一》 横1
313天 保6・12・ 院領井祠堂田畑収納勘定帳 新井主税→ 冊1
314天保6・ 御院領田畑掟帳 代官新井主税 ・門前八郎右衛門→ 冊1
315天保6・ 天保六乙末年新石出:方帳 新井主税→ 横1
316天保6・ 本寺証文下薬(宗門手形 ・本寺証文外)成菩提院一・ 冊1
317天 保10・6・ 院領大谷口田畑取調手拍 新井主税→ 小横1
318天 保8・2・ 天保七年凶作二付諸雑記(現物なし) 寂照山→ 一
319天 保8・9・ 院領祠堂田畑検見手帳 新井主税→ 小横1
320天 保8・9・ 院領秋納五十取立帳 寂照山役所一・ 横3
321天 保8・12・ 酉勘定目録 末寺惣代→ 冊1
322天保8・ 天保八酉年新米畠方覚帳 新井主税 う 横1
323天保8・ 御年貢不納方取調 横1
324天 保9・8・ 成菩提院借財引講中相続方諸向惣勘定 末寺惣代浄光院旦方惣代吉村佐八郎→ 横1
仕法帳(現物なし)
325天 保9・9・ 成菩提院末寺ず差出願書写 冊1
326天 保10・8・ 寺録分限御敵暖 松尾寺一》寂照山役人 冊1
327天 保10・9・ 院領井祠堂田畑検見手帳 役所新井主税→ 小横1
328天 保10・10・ 御寺当座借賄方取調帳(現物な し) 新井主秘 う 横1
329天 保10・11・ 院領井祠堂田畑収納皆済帳 役所新井主税→ 冊1
330天保10・ 亥年御払代金ljl入帳 新井主税→ 横1
331天 保11・6・14～ 御朱印御改 京東御役所ヨリ御尋二村 成菩提院現住眉目宝聚院椌→ 冊1
上京P記
332天 保11・11・ 院領井祠堂田畑収納皆済帳 代官新井主税→ 冊2
333天保11・ 山門大会執行記 成菩提院知事→ 一 括
334天 保12・6・ 寺録分限縁由書上帳(雛形) 冊1
335天 保12・6・ 妙薬院分限醸 大野木村六郎左衛門→成菩提院役僧中 冊1
336天 保12・6・ 寺録分限其外縁由什宝等書上帳 成菩提院→龍王院法印 ・功徳院法印 冊1
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337天 保12・6・ 松尾寺末寺明細帳 松尾寺一山中一》龍王院法印 ・功徳院法 冊1
印
338天 保12・7・ 周F∫代伝法灌頂執行二村借物万端記 寂照山役者→ 横1
339天 保i2・8・ 末山住侶三緒許状改帳 寂照山知事一・ 1冊1
340天 保12・8・25 野菜至来日並記 横1
341天 保12・8・ 当山四十世局円法印伝法灌頂献立 冊1
342天 保12・8・ 阿閣梨受者捧納如 寂照山役所伝法灌頂執行当山四拾世法 横1
印周円代新井主税拍一・
343天 保12・8・ 灌頂中末山出勤日並記 寂 照山鑑院一・ 横1
344天 保12・8・20 西国講衆施物記 横1
～9・25
345天 保12・9・11 院領検見免引下脹 新井主税→ 横1
346天 保12・9・23 凶歳死亡霊鳥菩提大施餓鬼執行(奥に 寂 照山知事一・ 横1
「野菜至来」あり)
347天 保12・8・ (四十四世局円灌頂執行一件関係 冊2
～ 弘 化4・2・ 一一括) 状6
348天 保13・4・13 濃州谷汲江末寺御巡見井本尊開帳御来 寂 照山現住周円一う 冊1
福之留
349天 保13・10・ 当院寺格心得二相成候儀書記(「於役 寂照山役所新井主税→ 冊1
所二記之」 と表紙にあ り)
350天 保13・12・ 金比羅大権現歳々出入勘定控 別当所十妙坊→ 横1
351天 保14・8・ 議定書覚写 覚常院 ・鶏足院 ・成菩提院末担世話方 冊1
中
352天 保14・9・ 寂照山輪番日記 冊1
353天 保14・9・ 御改無住書上帳 大野木村栄昌山神宮寺一》龍王院法印 ・ 冊1
功徳院法印
354天 保14・3・ (松尾寺末寺明細書上) 松尾寺一山中→鑑院法印 ・新井主税 冊1
355天保14・ 天保十四卯年新米出方覚 新井主税→ 横1
356天 保15・正 ・ 諸記録(天 保14年～嘉永元年12月の 寂照Ill役所→ 冊1
達書筆写)
357天 保1s・正 ・ 周円法印御代開帳礼録一一巻委書記 寂照山役所一・ 冊1
～ 嘉 永5・3・7
358天 保15・2・ 志賀谷借用金義二村口書井借用方剤納 成菩提院担方世話方惣代杉沢村樋口三 綴1




359弘化2・ 新穀出方控帳 寂照山役所→ 横1
360弘 化3.12・29 申渡請印帳(成 菩提院門前へli名 役所→ 冊1
現物なし)
361弘 化3・i2・ 午年御払米代金差引書 冊1
362弘化3・ 午年米側方覚書 冊1
363弘 化4・5・23 当山四十三世 本誓院周円法印本葬之 寂照山記録方→ 横1
記
364弘 化4・5・26 成菩提院要用記 冊1
～嘉永2・
365弘化4・6・29 成菩提院仕法二付議定連印帳(現物な 末寺惣代石堂寺代官新井主税→ 冊1
し)
366弘 化4・6・ 成菩提院借財方仕法帳(現物なし) 末寺惣代正寿院代官新井主税→ 冊1
367弘 化4・7・ 弘化四未ノ七月惣通付取調手帳(金銭 寂照山一・ 横1
出入)
368弘 化4・7・ 当山三十九世円体法印 四十世局円法 冊1
印画代新寄附帳
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369弘 化4・9・14～ 院領立会検見免引帳 寺領代官新井主税→ 横5
370弘 化4・10・ 院領祠堂田畑屋敷秋納皆済帳(後欠) 冊1
371弘化4・ 末山色衣願書井御講一巻留記 寂照山役所→ 冊1
372弘 化5・ 正 ・ 伊吹山観音寺順老福寿院色衣願書井添 冊1
簡願書之拍
373弘 化5・3・ 本堂再建勧進万人連社施餓鬼化縁 発起主深達院外7ケ 寺一》 冊1
374弘 化5・3・ 本堂再建勧進万人講施餓鬼化縁之状 江州坂田郡柏原寂照山円成成寺菩提院 冊1
知事→
375嘉 永 元 ・正 ・ 普請組覚帳 冊1
～明治3・
376嘉 永 元 ・7・10 嘉永元中年ず歳記 番付帳外飛々施入 成菩提院知事 ・ 冊1
～ 嘉 永3・8・ 法名人名記
377嘉 永 元 ・7・ 惣施入料物預り取調帳 寂照山知事→ 横1
378嘉 永 元 ・8.12 大洪水院領損所普請諸記録 新井主税→ 冊1
379嘉 永 元 ・10・ 当室事務山門御両院宮川三左衛門役中 寂照山役所→ 綴1
～ 慶 応4・8・ 調之末寺諸願書類
380嘉永元 ・ 院領収納勘定目録 新井主税→ 冊1
381嘉 永2・3・ 成菩提院収納米高井代金遣払勘定帳 鑑院深達院外10→ 冊1
382嘉 永2・9・ ～ 諸事願書井取引畜類留記 石堂寺代勤中→ 冊1
383嘉 永2・9・ 廃頽井祠堂田畑検見手帳 検見立会中→ 小横1
384嘉 永2・10・ 山門御伺草案 寂照山世話:方→ 冊1
385嘉 永2・12・ 要答達書 鶏足院権僧正覚常院一〉 冊1
386嘉 永2・12・ 新井氏諸書類請取目録 寂照院末檀世話方→ 横1
387嘉 永3・6・ 諸記録 寂照山→ 冊1
388嘉 永3・7・ 山門書状拍 福寿院宮川三左衛門→ 横1
389嘉 永3・7・ ～ 諸用留 寂照山→ 冊1
390嘉 永3・10・ 五十年貢取立帳 横3～嘉永7・
391嘉 永3・12・ 止メ二相成候当院御預 リ 鶏足院覚道 寂照山世話方講中→ 冊1
院様従正覚院様江今般御譲 リ(御趣意一件入用書類之写)
392嘉永3・ 立穐二十一H夜 大風雨院領境内荒所書 寂照 由役人一・ 袋1
物入 冊1
393嘉 永3・ 秋 ・～ 東叡山二条御触書 寂照山知事→




396嘉 永4・1・1 諸用留(嘉永4年 成菩提院諸事日誌) 寂照山政所福寿院宮川三左衛門 一・ 冊1
～12・29
397嘉 永4・8・ 寺領高調帳(末寺有) 成菩提院→ 冊1
39E嘉 永4・12・ 院領祠堂田畑屋敷収納皆済帳 仮代官宮川三左衛門他→ 冊1
399嘉 永4・12・ 成菩提院収納米高井代金請払勘定帳 成菩提院鑑院深達院他8→ 冊1
(現物なし)
400嘉 永5.1・ 諸用留 寂照 山役所一一 冊1
401嘉 永5・5・25 御入院之節前御預リヨリ御賄勘定帳 横6
402嘉 永5・5・ 霊宝帳 仮代官宮川三左衛門一・ 冊1
403嘉 永5・5・ 仏前道具引渡帳(三 冊之内,第 四十一 覚常院法印 恵雲院他2→ 冊1
世亮秀代)
404嘉 永5・5・ 山門従大慈院転住入院諸記録 四十一世亮秀 法印代・一 冊1
405嘉 永5・11・ 御相殿御再建記録 成菩提院一〉 冊1
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406嘉 永5・12・29 申渡印帳(諸 事取締 ・野業出精 ・親孝 寂照山役所一・ 冊1
行等17名連印)
407嘉 永5・12・ 収納米高井代金受払勘定帳 深達院 ・宮川三左衛門 ・吉村逸平→ 冊1
408嘉 永5・10・ 年貢代銀請払帳 寂照山収納方→ 横3～嘉永7・
409嘉永5^一7 年貢収納帳 寂照山年貢方一・ 横3
410嘉永6・ レ 年中行事控 寂照山別 当所 一・ 冊1
411嘉 永6・3・22 御相殿御再建顔附釦 寂照山普請方→ 横1
412嘉 永6・12・ 収納米高井代金請払勘定帳 深達院 ・宮川三左衛門 ・吉村逸平→ 冊1
413嘉 永6・12・ 院領私領田畑屋敷収納皆済帳 深達院 ・宮川三左 衛門 ・吉村逸平一・ 冊1
419嘉 永7・1・ 松尾寺正寿院幸輪ず清瀧徳源院入組金 寂照山役人→ 冊1
子講論一件書附留
415嘉 永7・1・ 諸日記 冊1
416安 政 元 ・12・ 収納米代井借入金請払勘定帳 深達院 ・宮川 三左 衛門 ・吉村逸平一→ 冊1
417安 政2・ 正 ・ 日耕記 当山御預 り山門恵心院僧正代→ 冊1
418安 政2・12・29 申渡請印帳 寂照山役所→ 冊1
419安 政2.12・ 収納米代弾借入金請払勘定帳 深達院 ・宮川三左衛門 ・吉村逸平→ 冊1
420安政2・ 当山蔵米払分帳 寂照山収納方中→ 横1
421安政2・3・ 山門恵心院僧正様御預り中御談事掛合 成菩提院役人世話方中→ 横1
留
422安政2～4・ 年貢収納帳 寂照山収納:方→ 横3
423安政2～5・ 年貢代金請払帳 寂照 山収納方一・ 横9
424安政2～6・ 五十年貢取立帳 寂照山収納方→ 横5
425安政3・9・ 院領井祠堂田畑検見手拍 寂照山宮川三左衛門拍→ 小横1
426安政3・2・18 葬式買物覚(秋 光院病死二←D 門前組頭中→ 横1
427安 政3・12・29 申渡請印帳(寺 中取締等) 寂照 山役所一・ 冊1
428安 政3・12・ 院領祠堂田畑屋敷収納皆済帳 成菩提院鑑院 ・鑑院深達院外2→ 冊1
429安政3.12 収納米代井借入金請払勘定帳 鑑院深達院外2→ 冊1
430安政3・ 梵鐘之儀こ付書付 成菩提院末濃州山県郡大森村三光院→ 冊2
奉行所
43ユ安政3・ 梵鐘之儀こ付書付(成 菩提院 ・安能寺 冊53
・光明院 ・小倉寺 ・市場 寺 ・日光寺 ・
名越 寺 ・常福寺 ・菅生寺 ・宝谷寺 ・三
光院 ・華厳寺)
432安 政4・ 正 ・ 口耕記 寂照 山役所一・ 冊1
433安 政4・ 正 ・ 御相殿御普請方請払鰻丼材木寄進名前 寂照山→ 横1
留
434安 政4・ 正 ・13 成菩提院末寺継月井加行得度礼撮記 院代福寿院一・ 綴1





435安政4・2・30 申渡請印帳(火 の用心 ・倹約 ・親孝行 権右衛門外16名連印一レ寂照山役所 冊1
等諸事取締)
43E安 政4・3.14 御相殿御再建顔附拍 寂照山普請方一・ 横1
437安 政4・ 重2・ 収納米代井借入金請払勘定懐(御相殿 鑑院深達 院一・ 冊1
御普請入用請払勘定帳合綴)
438安 政4・12・ 院領祠堂田畑屋敷収納皆済帳 冊1
439(安政4)・ 従慶長十三年 公儀御代々御朱印頂戴 寂照山成 菩提院一 冊1
記
440安 政5・ 正 ・ 山門書状拍 横1
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441安 政5・10・26 売渡米切手押切勘定帳 寂照山収納所→ 横1
442安 政5・10・ 年貢勘定帳 寂照山収納方一・ 横1
443安 政5・12・ 成菩提院 収納米代井借入金請払勘定 鑑院深達院一一 冊2
帳
444安政5・ 安政五午歳諸払附込帳 寂照山用部屋→ 冊1
445安政5・ 御相殿再建新寄附色々名簿帳 成菩提院役人一・ 冊1
446安 政6・10・17 御朱印御敵二村参府 於京都御漏向頂 成菩提院→ 冊1
戴 諸記録
447安 政6・12・ 成菩提院収納米代井借入金請払勘定帳 鑑院深達院外2今 冊1
448安 政6・12・ 成菩提院収納米代井借入金請払勘定帳 鑑院深達院外2一・ 冊1
449万 延 元 ・7・17 大風雨二村院領荒所手拍 宮川三左衛門 ・吉村逸平一・ 小横1
450万 延 元 ・8・12 裏山下刈柴入札帳 寂照山役人→ 横1
451万 延 元 ・12・ 成菩提院収納米代井借入金請払勘定帳 深達院 ・宮川三左衛門 ・吉村逸平一・ 冊1
452万 延 元 ・12・ 成菩提院収納米代井借入金請払勘定帳 深達院 ・宮川三左衛門 ・吉村逸平→ 冊1
453万 延 元 ・12・ 成菩提院院領田畑屋敷収納勘定帳 深達院 ・宮川三左衛門 ・吉村逸平一・ 冊1
459万 延 元 ・12・ 成菩提院院領田畑屋敷収納勘定帳 深達院 ・宮川三左衛門 ・吉村逸平→ 冊1
455万延元・ 東台来状綴込帳 四十三世義孝法印代成菩提院→ 冊1
456万 延 元 ・12・ 二条東叡山御触書留書 当山四十三世義孝法印代成菩提院→ 冊1～ 文 久3・ 正 ・
457万 延2・ 正 ・ 日掛記 冊1
458文 久 元 ・12・ 成菩提院収納米代井借入金請払勘定帳 鑑院深達院外→ 冊1
459文 久 元 ・12・ 成菩提院収納米代井借入金請払勘定帳 深達院 ・宮川三左衛門 ・吉村逸平 → 冊1
460文 久 元 ・2・ 年貢収納帳 寂照山代官方→ 横2
461文 久2・3・ 慈覚大師.卜年御忌記録 深達院 ・宮川三左衛門 ・吉村逸平→ 冊1
462文 久2・3・ 五十年貢収納帳 寂照山代官→ 横2
463文 久2・5・15 輪門様御上洛二付出京留書 成菩提院代官方→円覚院 冊1
469文 久2・7・ 廻状(公儀本丸火災二村御献金一件) 四十三世義孝法印代一》松尾寺他19ケ寺 横1
465文 久2・1レ 院領祠堂田畑屋敷収納皆済帳 深達院 ・宮川三左衛門 ・吉村逸平→ 冊1
466文久2・1レ 玄関末山詰所所化部屋再建寄附帳(図 寂照山役所一・ 横1
面 とも) 冊1
467文久2・1レ 蔵米代金取立井手形割印帳 寂照山代官→ 横1
468文 久2・12・ 口上書を以御願申上度候之覚(南宮社 三輪善四郎→吉村逸平 ・宮川三左衛門 冊1
家大屋市正相続人の㈲
469文久2・ 文久二年成年収納仮勘定目録 寂照山代官方一・ 横1
470文 久3・2・ 玄関木材井建具類控帳 横1
471文 久3・8・ 灌頂関係(奉納拍 ・膳部献立 ・諸入用)寂照山用部屋 ・役所→ 横1
472文 久3・9・ 天の川筋通船開拓之儀二付用留 成菩提院役所→ 冊1
473文 久4・ 正 ・ 二条東叡山御触留書(内容文久3～文 寂照用部屋→ 冊1
久5年)
474元 治 元 ・7・ 末山色衣願書労御講一条留書 寂照照役所一・ 冊1
475元 治 元 ・12・ 成菩提院収納米代井借入金請払勘定帳 深達院 ・宮川三左衛門 ・吉村逸平 ・樋 冊1
口権左衛門→
476元 治 元 ・12・ 成菩提院収納米代芽借入金請払勘定帳 深達院外3名 一・ 冊1
477慶応元 ・閏5・14 公法横倒進発御旅館御窺留 成菩提焼殺人中→ 冊1
478慶 応 元 ・7・ 二条東叡山御書留記 樋 口権左衛門一・ 冊1～ 明 治 元 ・9・
479慶 応 元 ・11・25 御住職御取極倒相談返書之下井□年□勘定書
下
寂照山→ 冊1
480慶 応 元 ・12・ 成菩提院収納米代井借入金請払勘定帳 深達院一・ 冊1
481慶 応 元 ・12・ 成菩提院収納米代井借入金請払勘定帳 深達院外3名 一・ 冊1
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482慶 応 元 ・12・ 御奉書井御書附写 冊1
483慶応2・6・7 御入院慶応二年六月七旧御行例留 横1
484慶 応2・11・ 五十日年貢米蔵入帳 寂照 山代官方・一 横2
48E慶 応2・12・ 成菩提院収納米井借入金勘定帳 深達院 外3一・ 冊1
486慶応2・ 年貢収納帳(慶応3年 分共) 寂照山代官方一・ 横1
487慶 応3・8・ 濃州大境村砂箱院一件(妙徳院無住の 袋1
ため金屋村玉泉院昭達伝住)
488慶 応3・12・ 成菩提院収納米井借入金勘定帳 深達院 ・宮川三左衛門 ・吉村逸平 ・樋 冊1
口権左衛門 一・
489慶 応4・3・ 奉願上口上覧(成菩提院の由緒を書き 冊1
上げ寺領の安堵願)
490慶 応4・2・ 奉願上口上覧(美濃国中山南宮社由緒 濃州一宮南宮寺社惣代真禅院外→太政 冊1
並に御宝酢御祈願所願) 官神祇役所
491慶 応4・5・ 寺領御判物御朱印写 成菩提院→ 冊1
492慶 応4・5・ 以書付御願申上候(観 明院住職一件) 観明院→宗門奉行所 綴1
～ 明 治2・5・14
493慶 応4・9・ 松尾寺 ・末寺塔頭明細帳 松尾寺惣中一シ寂照山御役人 冊1
494慶応4・9・ 比叡山回章留記 寂照山書記方→ 冊1
⇔ 近代書冊文書
No. 年 月H 資料名(内容) 差出人→請取人 形態 ・数量
1 明 治1・8・ 明治元年辰八月 市場寺一件書物 成菩提院→ 袋1
2 明 治2・4・ 成菩提院領租税録 成菩提院役者全性院→ 冊1
3 明 治2・4・ 明細書上帳拍 成菩提院領坂田郡小野村→ 冊1
4 明 治2・5・ 松尾寺一山掛諸記録 寂照 山知事一・ 冊 エ
5 明 治2・8・ 大会御回章控(竪 者年戒膜提出 ・白帽 成菩提院知事一・ 冊1
子着用禁止)
6 明 治2・9・23 明治二巳年ヨリ成菩提院末 ・継目井加 孝健法印代院代 金性院→ 冊1
～ 明 治5・3・25 行得度慶礼撮記
7 明 治2・11・ 分限帳 坂田郡名越寺恵光山名超寺一・寂照山役 冊1
所
8 明 治2・12・ 分限御改帳 坂田郡長 岡郷家能寺一・ 冊1
9 明 治2・12・ 成菩提院収納米寿借入金勘定帳 鑑院全:性院外3→ 冊1
10明治2・ 布告写 寂照山執事一・ 冊1
11明治2,3年 高反別物成収納辻書上帳(布告書 ・成 全性院一・ 綴1
菩提院寺号其外明紙帳外合綴)
12明治2,4,6年 院領井祠堂田畑毛見控 寂照山吉村逸平 ・宮川三左衛門→ 小横3
13明 治3・4・ 分限御政党 成菩提院一・久遠成院法印外2 綴1
14明 治3・3・ 人別御敵帳 組頭太蔵外2一・宮川三左衛門 ・吉村逸 冊1
平
15明 治3・3・ 近江国坂田郡柏原郷成菩提院 門前人 成菩提院役者 ・全性院一レ 冊1
別宗旨御敵帳
16明 治4・2・ 田畑山林高反別帳 成菩提院→ 冊1
17明 治4・2・ 御朱印地弾除地上知一件諸留記 成菩提院→. 冊1
18明 治4・3・ 境内並田畑山林高町歩書上帳 成菩提院一・郡山藩役所 冊1
19明 治4・3・ 当院門前元領分人別書 成菩提院一》 横1
20明 治4・3・ 当院門前元領分人別帳 成菩提院→ 横1
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21明 治4・7・ 近江国坂田郡柏原村小野方祭神社取調 柏原村祠官曽我豊→ 冊1
書
22明 治4・9・ 元朱印地永荒地高反別書上 柏原村成菩提院→ 綴1
23明 治4・12・ 成菩提院収納米井備入金勘定帳 冊1
24(明治4)・ ～ 御布令写 寂照山→ 冊1
25明 治5・2・ 奉願上候口上之覚(泉明院玄瑞進退願 泉明院玄瑞外1一}本刹執事中 綴1
外)
26明 治5・3・ 弐拾ケ年取米見込低下(嘉 永4年 ～ 冊1
明治3年年貢書上)
27明 治5・9・ 什物書上 成菩提院→ 綴1
28明 治6・1・ 死者取葬御届書(明治5,6年死亡届) 坂田郡第一区柏原村成菩提院→滋賀県 綴2
令松田道之
29明 治6・1・ 苗字御届書(住 職鍋田孝健) 成菩提院→ 冊1
30明 治6・4・ 除地御払下ケ願書(成菩提院 ・妙薬寺 成菩提院住鍋田孝健一・ 綴1
境内)
31明 治6・4・ (境内 ・山林反別 ・檀家数等書上) 成菩提院住職鍋田孝健一・ 綴1
32明 治6・4・ (寺院明細書成菩提院 ・念仏堂 ・妙薬 成菩提院住職兼務鍋田孝健→ 綴1
寺 ・神宮寺分)
33明 治6・7・ 教部懸布告書 冊2
34(明治6)・ 阪田郡山東組諸宗寺院姓名録 会所成菩提院→ 冊 ・綴2
35(明治6)・ 当山末寺住職進退諸願雑書 冊1
36明治7・ 境内建物間数取調上書写,境 内建物間 寂照山→ 綴1
～ 明 治8・8・20 数取調上書写井再間数改鎮守墓地所,
粗略図書之及境内外樹木等
37明 治7・12・24 明治八亥年 数部懸布告書,公布中教 冊1
～ 明 治8・11・25院倶
38明 治7・12・ 所有地反別代価旧作人取調書 成菩提院→ 冊1
39A治8・8・ 村高所有地取調書(※ 「御歳貢井収納 観音寺村→ 綴1
米取調書」あ り)
40明 治8・10・ 観音寺一山二付諸願井雑書 綴1
41明 治9・2・14 阪田郡諸寺院取調 舷頭成菩提院控一・ 冊1
42明 治9・4・ 明治丸子年分末寺願書遠 く副書等一切 冊1
～12・20之書写記)
43明 治9・9・2 阪田浅井両部 本院基本金篤志標 本宗会計課一・成菩提院三浦良灌 冊2
44明 治9・13・ 所有地反別地価簿 成菩提院→ 冊1
45明 治9・12・26 千部会篤志金未納人名記 寂照山成菩提院→ 横1
46(明治9～11)・ (名超寺 ・常福寺相続,観 音寺建物取 冊1
畳願外)
47明 治10・1・19 中大教院概略集括 明治十年布告 舷頭寂照山執具→ 冊1
～12・26
48明 治10・i 小作証文之写(小作証文 ・清書 ・念仏 綴1
～ 明 治12・ 堂舎寺二付跡地御処分御伺書等13点)
49明 治10・3・ 年内祈願録 冊1
50明 治10・8・ 梵鐘御取調二村申上書(梵鐘再鋳件返 江州犬上郡第四区古沢村仙琳寺→ 冊1
答)
51明 治10・10・1 戦死追善篤志簿 小野組 阪田郡天台宗小数院→ 冊1
52明 治10・10・ 天台宗仏器什物取調簿 住職三浦良灌一》滋賀県権令籠手田安定 冊1
53明 治10.11・10 (延暦寺 ・大教院永続維持金規約,住 綴1
職選任許可につき)
54明 治10・12・20 記(死亡届講式) 副 戸 長 一・ ・ 冊1
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58明 治11・1・ 山門及中教院布達其余末山住職進退井 冊1
公布等雑書
59明 治11・5・15 浄土曼茶羅篤志簿 成菩提院→ 冊1
60明 治12・11・ 成菩提院所有地小作簿 二冊之内上 横1




63明 治13・3・11 (祈念録 表紙欠) 冊1
64明 治13・12・ 松尾寺事件書類 冊1
65明治13・ 明治十三年布告雑記(来院住職進退 ・ 冊1
院内内諸記)
66明 治14・5・ 記(山地 ・樋口村へ出作反別書上外) 綴4
67明 治 夏4・9・9 住職進退願(華厳寺住職後任高木習道 華厳寺住職試補加納豪献外10→本寺 綴1
へ) 成菩提院中
6E明治14・ 明治十四年商郡内請費及十五年一月廿 綴1
～ 明 治15・1.20 日宗務所会議こ付担代出頭ノ諸費
69明 治14・1・ 賦課金 成菩提院末寺 日光寺他9ケ 寺一〉天台 綴1
宗務所
70明 治15・1・9 死者取葬御届書 成菩提院住職機中講義三浦良灌→ 冊}1
71明治15・ 年内雑書綴明治十五年宗公庶布告雑記 冊1
72明治16・ 第弐号浄土院施入芳名簿 願主唯我韻舜→ 冊1
73明 治17・1・3 死者取葬御届書(死者取葬届書2通) 天台宗成菩提院住職少講義鍋田孝健→ 綴1
滋賀県令籠手田安定
74明 治17・1・ 委任状(檀家総代選定の委任状) 杉之沢村檀家惣代樋 口新四郎他10ケ 冊1
村11名→檀家惣代撰定人宮川権三他
3ケ村4名
75明 治17・12・ 妙想院明細書合併願 玉泉院住職兼務加納完誠一う岐阜県令小 綴1
崎利準
76(明治17)・ 本山江寺用願書(凶作のため賦課金兜 成菩提院住職鍋 田孝健外8名 →管長 冊 ・綴2
除,寺格等級退願) 大福覚宝
77明 治18・4・ 明細取調帳 三光院→ 冊1
78明 治20・3・8 祈念録 冊1
79明 治21・7・ 年内祈念録(後 欠) 冊1
8⑪明 治22・5・ 長日祈念人別記 法主龍宝院光賢代→ 冊1
81明治22・ 歓喜尊天堂篤志簿 成菩提院世話方殿村木間太他2一》. 冊1
82明治22,23年度 庶務会計簿 冊1
83明 治23・8・ 真言宗古新在家勤行法則四和讃(岡嶋 冊1
写本)
84明 治23・12・ 本山堂営繕篤志簿 成菩提院→ 冊1
85明 治24・8・1 祈念録 天台寺門平等金剛龍宝院岡嶋光賢代一一 冊1
～ 明 治25・6・4
86明 治24・11・9 祈念録 冊1
87明 治24・12・ 什器追加外物晶(什器引継届とも) 柏原村成菩提院一一 冊2
88明治24一 日計簿(日計簿部分精算簿とも合冊) 柏原村字柏原成菩提院一・ 冊1
89明治24・ (布告廻連類綴) 綴1
9⑰朋 治26・9・ 祈念録 冊1
91明治27・ 院費出納精算簿 冊1
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92明 治28・8・ 第十一号仏儀寄附連名帳(清滝 ・須川 成菩提院執事一・ 綴1・柏 原 ・杉沢 ・北 地 ・常喜外 ※10
冊を合冊)
93明 治29・4・ 千部普照出入清算簿 成菩提院→ 冊1
94明治30・ 祈念人別録 冊2
明治45・ 祈念録
95明 治33・8・ 祈念録 冊1
96明 治38・1・5～ 大般若理趣分 不動慈散光 寒中行法 行者平等金剛金味→ 冊1
修行
97(明治) 延暦寺里本坊建築篤志表 延暦寺幹寺→ 冊 重
98(明治) 備忘記(金銭出納雑記 ・外請取) 横 ・状3
99(明治) (過去帳より戦国時代分抜書) 横1
100(明治) 寺院明細帳 松尾寺寺中養運院 ・観明院→ 冊1
101大 正2・2・3 日生供修行人別記 横1
102大 正3・4・8 祈念録 冊1
103昭 和17・12・ 昭和十七年度小作掟口台帳 柏原村成菩提院総代→ 冊1
(ふくだ ・えい じろう 本学名誉教授)
